
　読者の声を中心に、市民の皆さんと広報広
聴係で作る交流コーナーです。広報ふくつの
感想や市政へのご意見、ふるさと福津市への
思いや日々の生活のことを掲載します。たくさ
んの声をお寄せください。

街角カメラリポート
読者の皆さんから寄せられた、市内の出来事や旬の話題をお届け

今回は U・T さんからの投稿です

が
行
っ
て
い
る
無
料
法
律
相

談
で
、
古
賀
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
で
の
相
談
を
受
け
る
た
め
の
方

法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。（
匿
名
）

　
古
賀
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
で
無
料

法
律
相
談
を
受
け
る
た
め
に
は
、
市

人
権
政
策
課
で
発
行
し
た
チ
ケ
ッ
ト

（
紹
介
状
）
が
必
要
で
す
。
発
行
の

際
に
は
、
運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
本
人
が
来
ら
れ
な
い
場
合
は
、
代

理
人
で
も
可
能
で
す
。
そ
の
場
合
は

本
人
の
委
任
状
と
本
人
確
認
書
類
、

代
理
人
の
本
人
確
認
書
類
を
そ
れ
ぞ

れ
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

郵
送
に
よ
る
チ
ケ
ッ
ト
の
発
行
は
し

て
い
ま
せ
ん
。

税
の
支
払
方
法
に
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
払
い
を
追
加
し
て

ほ
し
い
。
利
便
性
が
高
ま
る
よ
う
に

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。（
匿
名
）

　
令
和
５
年
度
か
ら
全
国
一
斉
に
固

定
資
産
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
の
納
付
書
に
、
地
方
税
統
一

メ
ー
ル
で
の
お
問
い
合
わ
せ

無
料
法
律
相
談
を
受
け
る
た
め

の
方
法
を
知
り
た
い

市

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
記
載
し
て
い
て
、
そ

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
こ
と
で
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
払
い
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
手
数
料
は

利
用
者
負
担
と
な
り
、
利
用
は
納
期

限
内
に
限
り
ま
す
。

　
ま
た
、
市
県
民
税
お
よ
び
国
民
健

康
保
険
税
の
納
付
書
に
も
Q
R
コ
ー

ド
を
記
載
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

払
い
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て

は
地
方
税
共
同
機
構
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

害
時
の
緊
急
情
報
な
ど
の
中

に
「
●
」
や
「
・
」
な
ど
の

記
号
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
読

み
上
げ
機
能
を
使
う
と
大
事
な
部
分

が
聞
き
取
れ
ま
せ
ん
。
命
に
関
わ
る

こ
と
で
す
。
相
手
の
立
場
に
な
っ
て

真
剣
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。（
匿
名
）

　
見
や
す
い
レ
イ
ア
ウ
ト
を
と
思
い

記
号
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
誤
解

を
招
き
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
既

に
緊
急
時
の
文
面
の
見
直
し
を
行
い
、

先
日
か
ら
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
受
け
手
の
側
に
立
っ
た

情
報
発
信
を
心
掛
け
ま
す
。

市

災

市
税
の
支
払
方
法
に
カ
ー
ド
払

い
を
追
加
し
て
ほ
し
い

相
手
の
立
場
を
考
え
た
災
害
時

の
情
報
発
信
を
考
え
て

　 津屋崎千軒民俗館 藍の家　☎、ＦＡＸ52・0605
●開館時間　午前10時～午後4時（日曜日は午前10時～午後5時）

手づくり市
　津屋崎千軒の懐かしい街並みを巡りながら、雑貨や小物、
菓子などの丁寧に作られた品々、そして作り手たちとの出会い
をお楽しみください。
　10月8日(日)午前11時～午後3時　
「昭和の子供の遊び」絵展
　坂口勝繁さんが子どもの頃に遊んでいた風景を思い出しな
がら文章を書き、弟の坂口公俊さんが描写をした作品の展示
です。
　10月11日(水)～10月20日(金)　※最終日は午後1時まで
藍染め体験
　伝統的な発酵正藍染体験で日本手ぬぐいを染めます。
　10月14日(土)午後1時～午後3時　　先着6人　※要予約
　3,000円　　ビニール手袋、エプロン
藍は愛　そしてよい出会い
　花布希(工房)の皆さんが、大島紬や藍染め、絣布を使った
創作服やバッグなどの作品を展示します。
　10月21日(土)～10月27日(金)日

日

持
定

日

￥
日

か ぶ き

問

かすりぬのおおしまつむぎ

10月のおすすめ食材！

ふれあい
広場
ふくま

あんずの
里市

※天候などによって、収穫時期がずれる場合があります
ので、詳しくは、電話でお問い合わせください。

農水産物直売所で福津の旬と出会おう

お魚
センター
うみがめ

あんずの里市☎52･5995、ふれあい広場ふくま☎43･7790、
お魚センターうみがめ ☎52･1939、福津いいざい☎72･6333

問

マダイヤリイカ

キャベツ ブロッコリー

キュウリ 早生温州みかん

　
ふ
く
つ
観
光
協
会
☎
４
２
・

９
９
８
８

宮
地
嶽
神
社
の「
光
の
道
」と

今
年
で
５
回
目
を
迎
え
る
開
運

ス
イ
ー
ツ
フ
ェ
ア
の
写
真
展
を

開
催
し
ま
す
。

　
今
年
も
さ
ま
ざ
な
工
夫
を
凝

ら
し
た
ス
イ
ー
ツ
が
勢
ぞ
ろ
い
。

お
店
選
び
の
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

　
10
月
11
日
（
水
）
〜
11
月
19

日（
日
）　

　
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
☎
５

２
・
２
１
２
２

　
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
な
が

ら
、
福
津
の
魅
力
を
再
発
見
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
参
加
費
無
料
・
事
前
申
し
込

み
不
要
で
、
誰
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
ま
す
。

　
津
屋
崎
千
軒
な
ご
み
で
の
ガ

ラ
ポ
ン
抽
選
会
や
福
間
海
岸

ビ
ー
チ
ハ
ウ
ス
で
の
マ
ル
シ
ェ

も
開
催
予
定
で
す
。

10
月
14
日
（
土
）
ス
タ
ー
ト

受
け
付
け
は
午
前
9
時
〜
午
前

　
10
月
10
日（
火
）、
10
月
24
日

（
火
）の
そ
れ
ぞ
れ
午
前
11
時
か

ら　
福
間
駅
２
階「
ふ
っ
く
る
」

　
秋
の
宮
地
岳
や
在
自
山
を
登

り
ま
せ
ん
か
。

　
総
距
離
４
・
５
キ
ロ
、
約
３

時
間
半
の
コ
ー
ス
を
ガ
イ
ド
が

同
行
し
て
、
宮
地
嶽
神
社
の
歴

史
や
自
然
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
。

　
11
月
11
日（
土
）、
11
月
25
日

（
土
）の
そ
れ
ぞ
れ
午
前
9
時
15

分
か
ら

　
宮
司
公
民
館
前
集
合

　
千
円
　※

要
予
約

11
時
、
ゴ
ー
ル
受
け
付
け
は
午

後
3
時
ま
で

　
J
R
福
間
駅

　
懐
か
し
さ
の
残
る
津
屋
崎
千

軒
を
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

音
楽
で
彩
り
ま
す
。津
軽
三
味

線「
聚
」、
サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
カ
ル

テ
ッ
ト「Rogan

」、
ア
コ
ー
ス

テ
ィ
ッ
ク
デ
ュ
オ「
ア
ル
パ
カ
」、

ハ
ー
モ
ニ
カ「
西
川
義
夫
」な
ど

が
演
奏
し
ま
す
。

　
町
か
ど
オ
ル
ガ
ン
、
シ
ャ
ボ

ン
玉
シ
ョ
ー
、
食
べ
物
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

10
月
9
日
（
月
・
祝
）
午
前

11
時
〜
午
後
3
時
30
分

　
藍
の
家
周
辺

　
藍
の
家
☎
５
２
・
０
６
０
５

津
屋
崎
千
軒
な
ご
み

Pickup Events
まちの観光イベントをご紹介

問
音
楽
散
歩

光
の
道
＆
開
運
ス
イ
ー
ツ

フ
ェ
ア
写
真
展

ふ
く
つ
観
光
協
会

し
ゅ
う

ロ
ー
ガ
ン

ふ
っ
く
る
の
ミ
ニ
マ
ル
シ
ェ

▲秋の運動にはトレッキングが最適です

▲すてきな音楽が津屋崎千軒に響きます

自
然
歩
道
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

J
R
九
州
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

場 日

問

日￥ 場

日問日

日 場場

　4月初め、妻と2人で宮地嶽神社の
「春季大祭桜花まつり」に出掛け
た。民家村自然公苑には多くの人が
訪れ、思い思いの格好で春の訪れ
を満喫している。
　桜の花が次々と舞い散る中で弁
当を広げている家族連れ。犬と一
緒に走り回っている子どもたち。写
真を撮り合っている若い男女。見渡
す限り、春の訪れが心地よい。
　すると境内の一角で、猿回しが始

まった。見物客が幾重にも取り囲ん
でいる。
　昔から猿は「災いが去る」「病気
が去る」などと言われ、魔よけや悪
魔払いの動物として信じられてきた。
特に牛や馬の守り神として有名らし
い。一時期、猿回しは衰退したこと
もあったが、最近は庶民の娯楽とし
て再び注目を浴びるようになった。
　10分足らずの短い大道芸では
あったが、その場には大きな笑いの
渦が広がっていた。
　親方と猿との絶妙なやり取りと芸

が成功して得意気に胸を張る猿。そ
れに満足し、幸せな気分になる人々。
桜吹雪と猿回しは、宮地嶽神社によ
く似合う。

　「好いとお！福津」と「街角カメラリポート」は皆さんと一緒に作るページです。市内での出
来事や広報紙の感想などがあれば、25ページのはがきやメールなどで受け付けています。
　なお、お送りいただいた内容は、加筆、修正、短縮する場合があり、原稿や写真は返却しませ
んのでご了承ください。また、匿名を希望する場合は、その旨を明記してください。たくさんの
声をお待ちしています。

猿回し

投
稿
大
募
集

▲猿回しの途中で猿を高く抱え上
げる猿回しの親方

　＝日時、日程　　＝定員　　＝費用　　＝持参物日
場

定 ￥ 持
問＝場所　　＝受付、問い合わせ　☎＝電話番号

広報ふくつ19 広報ふくつ 18




